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要約 

∗親に自㛢⑕ス࣌クトラ࣒障害（Autism Spectrum Disorder� ௨ୗ͆ASD͇と言う）の特性がある場合㸪

表㠃的には♫఍生活上支障がないように見えていても㸪わが子やጔの気ᣢちが理解できず㸪子どもの学ᰯの

トラࣝࣈやẕ親のうࡘ≧ែのཎᅉになっていることがある（ᐑᑿ㸪2012）。本研究では㸪このような問題を

஧重 $%&; ࣔデࣝ（McCubbin et al.㸪1983）の「ᐙ᪘の༴ᶵ」とᤊえ㸪自㛢的特性のあるኵをᣢࡘጔ 82 人

（臨床⩌）とᐃᆺ発達のኵをᣢࡘጔ 112 人（ᑐ↷⩌）をᑐ㇟とし㸪⤖፧生活‶㊊感にᙳ㡪を与える要ᅉのẚ

㍑・᳨ウを⾜うたࡵの質問⣬調査を⾜った。重ᅇᖐศᯒの⤖ᯝ㸪ኵの自㛢的特性の高い臨床高⩌では㸪ኵの

支援性と力動性㸪およびጔの⤖合ண期の 3 の要ᅉが㸪ጔの⤖፧生活‶㊊感にṇのᙳ㡪を与えていることがࡘ

♧された。また㸪ᑐ㇟者のᒓ性データやྛ要ᅉのศᯒの⤖ᯝ㸪臨床高⩌では㸪ኵの自㛢的特性は「ᐙ᪘の༴

ᶵ」にࡘながるストレッサー㸪ኵの支援性と力動性は「ᐙ᪘の㈨※」㸪ጔの⤖合ண期と⤖፧生活‶㊊感はス

トレッサーにᑐするጔの「ㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅ」㸪ᐙ᪘のᵓ成員が⑂ᘢしてしまいูᒃなどのᐙ᪘のᏑ⥆

が༴ࡪまれる≧ែが「ᐙ᪘の༴ᶵ」であることが♧၀された。「ᐙ᪘の༴ᶵ」をᅇ㑊するたࡵには㸪教育・

♫఍・心理・་療のᐦ᥋なࢿット࣡ークをᵓ⠏し㸪඲てのᐙ᪘のᵓ成員をサ࣏ートしていくことがồࡵられ

る。 

 

キー・ワード㸸 ASD ஧重 ABCX ࣔデࣝ ᐙ᪘の༴ᶵ 自㛢的特性 ኵ ጔ ⤖፧生活‶㊊感   

 

Ⅰ 問題と目的 
1．はじめに 

ASDは㸪♫఍的コミࣗࢣࢽーシࣙンཬびᑐ人相

஫཯応におࡅるᣢ⥆的な欠陥㸪および⾜動㸪⯆࿡㸪

または活動の㝈ᐃされた཯᚟的なᵝᘧに特ᚩ࡙ࡅ

られる発達障害の一ࡘである（DSM-5㸪2013）。
ASDは▱的Ỉ‽と↓関係に現れ㸪大㒊ศはṇ常⠊

ᅖの▱⬟の人々にみられる（⚄ᑿ㸪2012）。ASD
の成人のうち㸪ẚ㍑的高学Ṕで一⯡௻業にᑵ⫋し

ているࢣース⩌の⣙10㸣が᪤፧者であるとされ

る（Yukawa et al.㸪2012）。㏆年㸪⢭⚄⛉をཷデ

する成人ᝈ者の中でASDとデ᩿されるࢣースが

増えているが㸪一見自㛢的に見えない高学Ṕの成

人ᝈ者のᑐ応に་療現場でもⱞ៖することが多い

とされる（⚄ᑿ㸪2012）。 
∗親に自㛢的特性がある場合㸪表㠃的には♫఍

生活上支障がないように見えていても㸪ᐙᗞෆで

わが子やጔの気ᣢちが理解できず㸪子どもの学ᰯ

でのトラࣝࣈやẕ親のうࡘ≧ែなどの୺なཎᅉと

なっている場合があり㸪ᐙ᪘ᶵ⬟の問題としてᤊ

え㸪ᙜ事者のみならずᐙ᪘へのサ࣏ートも重要と

なる（ᐑᑿ㸪2012）。᭱㏆㸪こうした問題に┤㠃
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するጔのⱞᝎが࣓デ࢕アなどで取り上ࡆられるよ

うになった（᪂஭㸪2017）。∗親に自㛢的特性が

ある場合㸪ጔは㸪ẕとしての役๭とᙜ事者である

ኵをサ࣏ートする 2 。の役๭を担うことになりࡘ

ጔの心㌟の೺ᗣの⥔ᣢは㸪ᐙ᪘඲員の心理♫఍的

問題と関わる重要な問題となっている。 
 
2．家族の危機 

 「ᐙ᪘の༴ᶵ」とは㸪ᐙ᪘がそれまでの生活ᵝ

ᘧではᑐฎできないような事ែに┤㠃し㸪そのᑐ

応にኻᩋすれࡤ㸪ᐙ᪘のᏑ⥆がᅔ㞴となるような

≧ែを指す（᳃ᒸら㸪1983）。Hill（1958）は㸪

ྠじฟ᮶事でもᐙ᪘によって༴ᶵに陥る⛬ᗘにᕪ

があることに注目し㸪ᐙ᪘にとってストレッサー

となるฟ᮶事（a）は㸪ᐙ᪘の༴ᶵᑐ応㈨※（b）
と相஫స用するとともに㸪ᐙ᪘のそのฟ᮶事にᑐ

するㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅ（c）とも相஫స用して㸪

༴ᶵ（X）にࡘながるとするABCX ࣔデࣝを♧し

た。 
McCubbin et al.（1983）は㸪ࡦとࡘの༴ᶵが

発生して⤊わりということではなく㸪༴ᶵの⤒㦂

ᚋに᪂たな≧ែへと㑄⛣するとし㸪 Hill（1958）
の ABCX ࣔデࣝに時㛫と⣼✚のᴫ念を導入した

஧重 ABCX ࣔデࣝ（ᅗ1）をᥦၐした。 

 

 
 

 

3. ASDのある成人の結婚とその家族の問題に関

する研究 

Renty et al.（2006）は㸪21組の子どものいる

ASDのある成人とその配അ者をᑐ㇟とし㸪⤖፧生

活で ASD の配അ者をᣢࡘጔやኵが感じている୙

㐺応感や⤖፧生活‶㊊感にᙳ㡪を与える要ᅉを᳨

ウした。その⤖ᯝ㸪ኵの ASD は㸪ጔの⤖፧生活

‶㊊感をపୗさせ㸪୙㐺応感を高ࡵる要ᅉであり㸪

その一᪉で㸪ASDのあるኵからጔへの支援は㸪ጔ

の⤖፧生活‶㊊感を高ࡵ୙㐺応感をపୗさせる要

ᅉであることを報告した（Renty et al.㸪2007）。  
⤖፧は㸪成人の心理的㐺応にᙳ㡪をཬࡰす重要

な要ᅉであり㸪᪤፧者にとって⤖፧生活の質やኵ

፬関係の質がその㐺応をᕥྑする（ఀ⸨ら㸪2004）。
また㸪配അ者からの᝟⥴的サ࣏ートは㸪᪤፧者の

␯እ感をపῶする（ఀ⸨ら㸪1999）。特に㸪ኵか

らጔへの᝟⥴的サ࣏ートは㸪ጔのデ࢕ストレスの

పῶに┤᥋స用すると言う報告もある（✄ⴥ㸪

1999）。ᾏእでの研究においても㸪ኵからጔへの

᝟⥴的サ࣏ートは㸪ጔのኵ፬関係‶㊊ᗘを高ࡵ㸪

ーンア࢘ト傾向をపୗさせる役๭をᯝたすといࣂ

う報告がある（Erickson㸪1993）。 
Lau et al.（2011）は㸪ASDの᪤፧者とそのᐙ

᪘をᑐ㇟とし㸪ኵ፬・子どもの 3 人に ASD があ

る場合㸪親のどちらか一᪉と子どもの2人にASD
がある場合㸪親のどちらか一᪉ࡅࡔに ASD があ

る場合の3⩌を設ᐃし㸪⤖፧生活‶㊊感の᳨ウを

⾜った。3 ⩌の中では㸪親のどちらか一᪉ࡅࡔに

ASD がある⩌の⤖፧生活‶㊊感が᭷意にపいこ

とを報告した。 
⏑㟢ᑎ（2012）は㸪ᐃᆺ発達のኵとASD のጔ

のࣝࢢープ㸪ASDがあるኵとᐃᆺ発達のጔのࣝࢢ

ープ㸪ᐃᆺ発達ྠኈのኵ፬のࣝࢢープの3⩌のኵ

፬関係‶㊊ᗘをẚ㍑し㸪ኵに ASD がある場合に

ጔのኵ፬関係‶㊊ᗘが᭷意にపい್を♧したと報

告した。 
ASD のある成人の⤖፧に関する先⾜研究の⤖

ᯝを Hill（1958）の ABCX ࣔデࣝにᙜてはࡵる

と㸪ኵの ASD は「ᐙ᪘の༴ᶵ」にࡘながるスト

レッサー（a）㸪ኵからጔへの支援はᐙ᪘の༴ᶵᑐ

応㈨※（b）㸪ጔの⤖፧生活‶㊊感はストレッサー

にᑐするㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅ（c）㸪そしてጔの

図1 二重ABCXモデル 
新しい家族社会学 四訂版,p.83，培風館,1997 より
一部改変.  

X 
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୙㐺応はᐙ᪘の༴ （ƫX）にᙜたると⪃えられる。 
 

 4． 結婚生活満足感に影響を与える個人特性に

関する研究 

Renty et al.（2007）が報告した「ᐙ᪘の༴ᶵ」

にᑐ応する㈨※としてのኵからの支援の௚に㸪ど

のような要ᅉが⪃えられるࡔろうか。また㸪ጔの

ストレッサーにᑐするㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅとし

てはどのような要ᅉが⪃えられるࡔろうか。本研

究では㸪一⯡の᪤፧者の⤖፧に関する研究でᢅわ

れてきた要ᅉの中から㸪ጔがኵに期待する役๭⾜

動㐙⾜㸪ጔのឡ╔スタイࣝ㸪そしてጔの関係ᴦほ

性と関係ຠ力感を取り上ࡆる。 
�） ጔがኵに期待する役๭⾜動㐙⾜ 

ᑐ人関係の親ᐦ໬に伴いᙜ事者㛫の相஫౫Ꮡレ

࣋ࣝが高まるが㸪相ᡭにᑐして自らの⾜Ⅽのཬࡰ

すᙳ㡪力が増していくにしたがいⴱ⸨の生起ྍ⬟

性も高くなる（Braiker et al.㸪1979）。ୗᩯ⡿

（2000）は㸪親ᐦ໬のẁ㝵が上がるにࡘれ㸪相ᡭ

に期待する役๭⾜動のෆ㸪支援性㸪㏆᥋性㸪ፗᴦ

性㸪力動性にᑐする期待ᗘが⥲じて上がると報告

した。௨上より㸪本研究では㸪ጔがኵに期待する

役๭⾜動㐙⾜をᐙ᪘の㈨※となる要ᅉと᝿ᐃする。 
�） ឡ╔スタイ  ࣝ

成人のឡ╔スタイࣝは㸪親ᐦな␗性との関係に

いて高いண 性をᣢち⤖፧生活の質にᙳ㡪を与ࡘ

える重要な࣓ࣟࣂータである（Fraley et al.㸪
2000）。特に㸪Ᏻᐃᆺのឡ╔スタイࣝは㸪⤖፧生

活の‶㊊ᗘとṇの相関があるとされる（Feeney㸪
1990）。௨上より㸪本研究では㸪ጔのឡ╔スタイ

ࣝを「ᐙ᪘の༴ᶵ」にࡘながるストレッサーにᑐ

するጔのㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅと᝿ᐃする。 
�） 関係ᴦほ性と関係ຠ力感 

本᮶୙᏶඲なものであるᑐ人関係において㸪ࣃ

ートࢼーとⰋዲな関係を⠏き㸪ࣃートࢼーとの関

係に‶㊊することがฟ᮶る人たちには㸪ඖ々㸪ᴦ

ほ୺⩏的な傾向がഛわっていると⪃えられている

（ὸ㔝㸪2009）。本研究では㸪ጔの関係ᴦほ性と

関係ຠ力感もまた㸪「ᐙ᪘の༴ᶵ」にࡘながるスト

レッサーにᑐするጔのㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅと᝿

ᐃする。 
 
5. 本研究の目的 
本研究では㸪McCubbin et al.（1983）の஧重

ABCXࣔデࣝをᯟ組みとし㸪⤖፧生活の時㛫の⤒

㐣とጔにとってストレッサーとなるฟ᮶事の⣼✚

により㸪ጔがそれまでの生活ᵝᘧではᑐฎできな

いような事ែに陥ることを「ᐙ᪘の༴ᶵ」とᤊえ

る。また㸪ጔがኵに期待する役๭⾜動の㐙⾜をᐙ

᪘の༴ᶵにᑐ応するたࡵの㈨※㸪ጔのࣃーࣜࢼࢯ

テ࢕ー特性である成人ឡ╔スタイࣝ㸪関係ᴦほ性

㸪および関係ຠ力感をストレッサーにᑐするㄆ▱

の௙᪉と意࿡付ࡅと᝿ᐃする。そして㸪それらの

要ᅉの中からጔの⤖፧生活‶㊊感にᙳ㡪を与えて

いる要ᅉを᥈⣴的に᳨ウすることを目的とする。

 なお㸪このࣔデࣝを用いるのは㸪ᐙ᪘の༴ᶵを

ᐙ᪘の㈐௵にᖐするたࡵではない。自㛢的特性の

あるኵをᣢࡘጔたちに共㏻する心理・♫఍的問題

の本質やࣃーࣜࢼࢯテ࢕ー特性㸪୙㐺応発生ᶵᗎ

を᫂らかにし㸪支援のᑐ㇟となりにくいጔの࢙࢘

ࣝビーインࢢを高ࡵる支援᪉法を᳨ウするたࡵで

ある。 
 

Ⅱ 方法 
1. 調査対象者 

調査ᑐ㇟者は自㛢的特性のあるኵをᣢࡘጔ㸪お

よびᐃᆺ発達のኵをᣢࡘጔとした。 
 
2．調査時期 
2015年10月ୗ᪪㹼11月ୗ᪪に実᪋した。 
 
3．調査手続き 
�） 臨床⩌のᢳฟ 

自㛢的特性のあるኵをᣢࡘጔのたࡵの」ᩘの自

ຓ఍の୺ᐓ者に㐃⤡し㸪質問⣬調査への༠力౫㢗

を⾜った。7 ᅋయの୺ᐓ者から調査༠力へのྠ意



4 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

をᚓて㸪そのෆ5ᅋయの୺ᐓ者からは調査者が自

ຓ఍のイ࣋ントにཧຍし㸪ཧຍ者に┤᥋調査౫㢗

を⾜うチྍをᚓた。ཧຍ者に調査୺᪨と倫理的配

៖にࡘいてㄝ᫂の上㸪調査༠力౫㢗を⾜い㸪自ศ

の意ᚿで質問⣬⚊をཷࡅとってくれた 82 人を臨

床⩌の調査ᑐ㇟者とした。 
�） ᑐ↷⩌のᢳฟ 

調査者の▱人の᪤፧ዪ性とその▱人を介して調

査༠力を౫㢗し自ศの意ᚿで質問⣬⚊をཷࡅ取っ

てくれた一⯡の᪤፧ዪ性112人を調査ᑐ㇟者とし

た。 
�） ᡭ⥆き 

質問⣬調査を実᪋した。質問⣬⚊へのᅇ⟅は自

Ꮿでとし㸪ᅇ⟅ᚋᙜヱ質問⣬⚊をྠᑒの㏉ಙ用ᑒ

⟄に入れ↓グ名で㏉㏦してもらった。研究༠力者

には質問⣬⚊配ᕸ時に㸪ⷧ ㅰとして500円ศのᅗ

᭩ๆをおΏしした。 
 
4. 倫理的配慮 

 調査実᪋においては㸪研究୺᪨㸪調査倫理に係

る注意事㡯㸪༏名性を᫂グした質問⣬⚊へのᅇ⟅

をもって༠力へのྠ意とし㸪調査でᚓられたデー

タはཝ重に管理した。本研究は㸪おⲔのỈዪ子大

学人文♫఍研究の倫理ᑂ査ጤ員఍のᢎㄆをᚓた

（ཷ付␒号215－70）。 
 
5. 分析方法 

データを⤫ィ的にฎ理するたࡵ㸪ศᯒには IBM 
SPSS 23を౑用した。 
 
6. 調査内容 

 本調査で౑用した質問⣬⚊では㸪ᅇ⟅者とᐙ᪘

の年㱋㸪⫋業などを問う࢙ࣇイスシートにຍえ㸪

௨ୗに♧す6ࡘのᑻᗘを౑用した。 
 
 イスシート࢙ࣇ （�

ᅇ⟅者とᐙ᪘の年㱋㸪᭱⤊学Ṕ㸪ᑵ業ᙧែ㸪⤖

፧年ᩘ㸪ኵと▱り合ったきっかࡅ㸪ኵの㌿⫋の᭷

↓㸪ኵのデ᩿の᭷↓・⤒⦋にࡘいてᅇ⟅をồࡵた。 

�） ෆ的స業ࣔデࣝᑻᗘ 
 ෆ的స業ࣔデࣝᑻᗘ（ᡞ⏣㸪1988）は㸪成人の

ឡ╔ࣃターンをホ౯するたࡵのᑻᗘである。3 ࡘ

のୗ఩ᑻᗘ18㡯目によりᵓ成されている。6௳法

でᅇ⟅をồࡵた。 
�） 役๭⾜動㐙⾜ᑻᗘ 

 役๭⾜動㐙⾜ᑻᗘ（ୗᩯ⡿㸪2000）は㸪親ᐦな

関係の相ᡭに期待する役๭⾜動にᑐする㐙⾜ᗘへ

の‶㊊・୙‶㊊ᗘを ᐃするᑻᗘであり㸪支援性㸪

㏆᥋性㸪自ᚊ性㸪ፗᴦ性㸪㢮ఝ性㸪力動性の6ࡘ

のୗ఩ᑻᗘ 33 㡯目によりᵓ成されている。本研

究の調査ᑐ㇟者は᪤፧者であるたࡵ㸪཭人関係や

ᜊឡ関係において౑用される㏆᥋性を㝖እし㸪5
のୗ఩ᑻᗘ29㡯目を౑用した。9௳法でᅇ⟅をࡘ

ồࡵた。 
�） 関係ຠ力感ᑻᗘ 
関係ຠ力感ᑻᗘ は㸪Murray & Holmes（1997） 

がస成した “The Relational Efficacy Scale” を
ὸ㔝（2009）が㑥ヂしたᑻᗘであり㸪9㡯目から

成る。5 ௳法でᅇ⟅をồࡵた。ᚓⅬが高い࡯どኵ

፬の関係にࡘいてよりコントࣟーࣝฟ᮶ていると

感じていることを♧す。 
�） 関係ᴦほ性ᑻᗘ 
関係ᴦほ性ᑻᗘは㸪Murray et al.（1997）がస

成した “The Relational Optimism Scale” をὸ

㔝（2009）が㑥ヂしたᑻᗘであり㸪⤖合ண期とศ

㞳ண期の 2 のୗ఩ᑻᗘࡘ 10 㡯目から成る。᪤፧

者をᑐ㇟とする本研究では㸪「⤖፧することになる

。ろう」という㡯目を㝖እし9㡯目のみ౑用したࡔ

5௳法でᅇ⟅をồࡵた。 
�） 成人自㛢⑕ス࣌クトラ࣒障害のスクࣜーࢽ

ンࢢ質問⚊ 
調査ᑐ㇟者のኵに㸪┤᥋自㛢的特性の᭷↓を問

うことはᅔ㞴と⪃えられたたࡵ㸪ᐙ᪘によるスク

ࣜーࢽンࢢ質問⚊としてస成されたNylander et 
al.（2001）の成人自㛢⑕ス࣌クトラ࣒障害のスク

ࣜーࢽンࢢ質問⚊（The Autism Spectrum 
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Disorder in Adults Screening Questionnaires; 
௨ୗ“ASDASQ”と言う）を౑用した。10㡯目にࡘ

いて「はい」「いいえ」でᅇ⟅をồࡵた。カット࢜

 。イントは6Ⅼである࣏ࣇ
�） ፧生活‶㊊感ᑻᗘ  
Lock et al.（1959）の⤖፧生活‶㊊感ᑻᗘ

（Short Marital-Adjustment Scale㸹௨ୗ

“SMAT”と言う）は15㡯目から成る。ᅇ⟅᪉法が

㡯目により␗なり㡯目ࡈとに重み࡙ࡅが指ᐃされ

ている。 
 

Ⅲ 結果 
1．分析対象 
質問⣬⚊の配ᕸᩘ㸪ᅇ⟅者ᩘ㸪ᅇ཰⋡㸪㝖እᩘ㸪

᭷ຠᅇ⟅ᩘを表1に♧す。臨床⩌ではSMATと

イスシートの㡯目にᅇ⟅もれがあった3人を࢙ࣇ

㝖እし79人をศᯒᑐ㇟とした。ᑐ↷⩌ではSMAT
にᅇ⟅のなかった1人を㝖እし103人をศᯒᑐ㇟

とした。඲యでは182人をศᯒᑐ㇟とした。 
 

表1 配布数，回答者数，回収率，除外数，有効回

答数 

臨床群 対照群 全体

配布数 82 112 194
回答者数 82 104 185
回収率（%） 100.0 92.9 85.6
除外数 3 1 4
有効回答数 79 103 182  
 
2. 分析対象者の概要 

イスシートからᚓられたጔとኵのᴫ要を表࢙ࣇ

2に♧す。ྛ㡯目にࡘいて㸪臨床⩌とᑐ↷⩌の2
⩌にࡘいてȮ2᳨ᐃを⾜った。᭷意ᕪがㄆࡵられ

た㡯目は㸪ูᒃ（Ȯ2 = 6.25㸪p < .05）㸪ኵと▱り

合った場ᡤ（Ȯ2㸻16.59㸪p < .001）㸪ጔのᑵ業ᙧ

ែ（Ȯ2㸻20.81㸪p < .001）㸪ኵのデ （᩿Ȯ2㸻13.63㸪
p < .001）であった。௨ୗ㸪᭷意ᕪがあった㡯目

にࡘいてグ㏙する。 
臨床⩌79人のኵのෆ13名（16.5㸣）が་ᖌに

より発達障害や⢭⚄⑌ᝈのデ᩿をཷࡅており㸪そ 

 
のෆヂは㸪ASD10名（アス࣌ࣝガー⑕ೃ⩌6名㸪

高ᶵ⬟自㛢⑕1名がྵまれる）㸪注意欠ዴ・多動

⑕（Attention-Deficit / Hyperactivity Disorder; 
ADHD）2名㸪㐺応障害1名であった。ᑐ↷⩌に

はデ᩿のあるኵはいなかった。大人になってから 
ASDとデ᩿されるࢣースでは㸪学ᰯや⫋場でᑐ人

関係の問題が起こるようになり㸪それに伴いᢚう

χ
2 
検定

人数 (％) 人数  (％) 人数  (％) 人数  (％)

20代 2 (2.5) 2 (2.5) - - - -

30代 8 (10.1) 5 (6.3) 22 (21.4) 19 (18.4)

40代 26 (32.9) 26 (32.9) 21 (20.4) 19 (18.4)

50代 36 (45.6) 32 (40.5) 44 (42.7) 30 (29.1)

60代 7 (8.9) 14 (17.7) 16 (15.5) 35 (34.0)

結婚年数

10年未満 15 (19.0) 20 (19.4)

10～19年 23 (29.1) 21 (20.4)

20～29年 27 (34.2) 25 (24.3)

30～39年 14 (17.7) 35 (34.0)

40年以上 0 - 2 (1.9)

家族構成

子どもの数 1.7 - 1.8 - 別居

別居 10 (12.7) 2 (1.9) χ
2
=6.25

*

恋愛結婚 66 (83.5) 91 (88.3)

お見合い 13 (16.5) 12 (11.7)

知り合っ

職場 13 (16.5) 24 (23.3) た場所

学校 3 (3.8) 23 (22.3) χ2=16.59***

学校以外のサークル 13 (16.5) 9 (8.7)

その他 37 (46.8) 35 (34.0)

就業形態 妻の就

正規社員・職員 10 (12.7) 48 (60.8) 25 (24.3) 68 (66.0) 業形態

契約社員・パート・嘱託 15 (19.0) 4 (5.1) 34 (33.0) 8 (7.8) χ2=20.81***

派遣社員・請負 2 (2.5) 1 (1.3) 2 (1.9) 3 (2.9)

学生 2 (2.5) 1 (1.3) 3 (2.9) 0 (0.0)

事業経営 3 (3.8) 14 (17.7) 1 (1.0) 10 (9.7)

家業手伝い 5 (6.3) 0 (0.0) 5 (4.9) 3 (2.9)

フリーランス 4 (5.1) 1 (1.3) 7 (6.8) 1 (1.0)

専業主婦 33 (41.8) 0 (0.0) 26 (25.2) 0 (0.0)

無職 3 (3.8) 8 (10.1) 0 (0.0) 8 (7.8)

その他 2 (2.5) 2 (2.5) 0 (0.0) 2 (1.9)

最終学歴

中学校卒 1 (1.3) 1 (1.3) 1 (1.0) 1 (1.0)

高校卒 13 16.5 14 (17.7) 10 (9.7) 15 (14.6)

高等専門学校卒 1 (1.3) 3 (3.8) 2 (1.9) 5 (4.9)

短大卒 20 (25.3) - - 24 (23.3) - -

大学卒 29 (36.7) 42 (53.2) 45 (43.7) 47 (45.6)

大学院修了 8 (10.1) 14 (17.7) 9 (8.7) 28 (27.2)

専門学校卒 7 (8.9) 4 (5.1) 12 (11.7) 7 (6.8)

大学中退 　　- - 1 (1.3) 　- - 　　- -

夫の転職

あり 30 (38.0) 33 (32.0)

なし 49 (62.0) 70 (68.0)

夫の診断 夫の

あり 13 (16.5) 0 (0) 診断

なし 66 (83.5) 103 (100) χ2=13.628***

 *p ＜.05，
 ***p ＜.001

年齢

知り合った場所

臨床群（N=79) 対照群（N＝103）

妻 夫 妻 夫

表2 臨床群と対照群の妻と夫の概要 
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などᵝ々な⑕≧を࿊してᐙ᪘や上ྖにಁされてࡘ

⢭⚄⛉のཷデに至るࢣースが多いとされる（広ἑ㸪

2015）。本研究でも㸪デ᩿のあるኵは඲員大人に

なってから⢭⚄⛉のཷデに至ってデ᩿をཷࡅてい

る。また㸪本研究では㸪ཷデのきっかࡅとなった

のは㸪⫋場でのᑐ人関係のᝎみや㸪子どものデ᩿

であった。 
臨床⩌のูᒃ⋡は㸪12.7㸣という高いᩘ್であ

った。臨床⩌では㸪ูᒃせࡊるをᚓない࡯どᐙ᪘

ᶵ⬟に問題が生じていることや㸪ᐙ᪘成員が⑂ᘢ

していることが♧၀される。 
ኵと▱り合った場ᡤにࡘいては㸪ᑐ↷⩌では㸪

⫋場（23.3㸣）や学ᰯ（22.3㸣）が多い。ᑐ↷⩌

では㸪学ᰯや⫋場で共に㐣ࡈすことで༑ศにኵの

人᯶を▱ってから⤖፧に㋃みษっていることが♧

၀される。ኵと▱り合った時のኵにᑐするጔの人

物ホ౯にྠ൉やྠ⣭生からのホ౯もᑡなからずᙳ

㡪していることが⪃えられる。一᪉㸪臨床⩌では㸪

学ᰯ௨እのサークࣝなど㊃࿡の場（16.5㸣）が多

く㸪ྠじ㊃࿡・ᚿ向をᣢࡘことがኵ㑅びの㘽にな

っていることが♧၀される。その௚という㡯目で

は自⏤グ㏙してもらったෆᐜの中に㸪അ↛にฟ఍

いẚ㍑的▷期㛫で⤖፧に㋃みษったࢣースもྵま

れている。 
ጔのᑵ業ᙧែにࡘいては㸪臨床⩌では専業୺፬

（41.8㸣）が多く㸪ᐙィをኵの཰入に㢗っている

ጔが多いことが♧၀される。また㸪臨床⩌のኵに

は事業⤒営者（17.7㸣）が多く㸪ᚲ↛的にᐙ業を

ᡭఏうጔ（6.3㸣）も多い。௨上から㸪臨床⩌では㸪

ᐙィをኵに㢗っていたり㸪ኵ፬が共にᐙ業を営ん

でいたりするたࡵ㸪ᑐ↷⩌とẚ࡭てኵ፬が⤒῭的

によりศかちがたい≧ἣにあることが♧၀される。 
 
3.  ASDASQ得点の分析結果 

�� ASDASQᚓⅬの平ᆒ  ್
ᅇ⟅者182人のASDASQᚓⅬの平ᆒ್は㸪2.76

（SD = 3.20）であった。 
�� ASDASQᚓⅬとデ᩿の᭷↓による臨床⩌ 

の⩌ศࡅ 
ASDASQのカット࣏࢜ࣇイント（6Ⅼ）とኵの

デ᩿の᭷↓をᇶ‽とし㸪臨床⩌（N =79）を臨床

高⩌と臨床ప⩌の2⩌にศࡅた。ኵのASDASQ
ᚓⅬが6Ⅼ௨上の45人に㸪6Ⅼ௨ୗࡔがデ᩿のあ

る5人をຍえたィ50人（63.3㸣）を臨床高⩌と

した。6Ⅼ௨ୗでୟࡘデ᩿の↓い29人（36.7㸣）

を臨床ప⩌とした。 
�� ASDASQᚓⅬの平ᆒ್の3⩌㛫ẚ㍑ 
ASDASQの平ᆒⅬを臨床高⩌㸪臨床ప⩌㸪ᑐ

↷⩌の3⩌㛫でẚ㍑したところ᭷意ᕪがㄆࡵられ

た（F（2㸪179）= 703.56㸪p < .001）（表3）。ᑐ

↷⩌のኵの中にも自㛢的特性があるኵがいないわ

ではないことが♧された。臨床高⩌のASDASQࡅ
の平ᆒⅬは㸪M =7.30（SD =1.169）と㠀常に高

い。にもかかわらず㸪実㝿にデ᩿があるኵは13
人（16.5㸣）にとどまっている。臨床高⩌では㸪

ᐙᗞෆでጔがኵを見る時㸪ኵの自㛢的特性が㠀常

に高いにもかかわらず㸪ASDのデ᩿に⤖び付いて

いるࢣースが16.5㸣であることを♧している。こ

のᩘᏐが㸪多いのかᑡないのかにࡘいては㆟論が

ศかれるところであろう。また㸪臨床⩌のኵの多

くは㸪大学卒業௨上の学Ṕがあり（46.8㸣）㸪ᑵ業

している。臨床⩌のኵは㸪その自㛢的特性にもか

かわらず㸪እの♫఍では㐺応していると⪃えられ

る。 

表3 ASDASQ得点の平均値の分散分析の結果 
臨床高群
 (N=50)

臨床低群
(N=29)

対照群
(N=103) F 値 多重比較

平均値 7.30 3.48 .35 703.6 *** 臨高 > 臨低 > 対 ***

SD 1.169 1.184 .64
***ρ 㸺.001  
   
4. 内的作業モデル尺度得点の分析結果 
�� ෆ的స業ࣔデࣝᑻᗘのᅉ子ศᯒ 
ᡞ⏣（2007）は㸪本ᑻᗘの౑用᪉法としてឡ╔

ᆺ㸪ᅇ㑊ᆺ㸪アンビࣂレントᆺの3ࡘのタイプに

ศ㢮する᪉法にຍえ㸪18㡯目へのᅇ⟅をኚ㔞に3
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ᅉ子解でのᅉ子ศᯒを⾜い㸪ྛᅉ子ᚓⅬを⟬ฟす

る᪉法をᥦ᱌している。本研究では㸪⤖፧生活に

おいてጔがኵの自㛢的特性というストレッサーを

どのようにㄆ㆑しているのかを᥈⣴的に᳨ウする

たࡵにᅉ子ศᯒを⾜う᪉法をとった。 
ᅉ子㈇Ⲵ㔞が .400௨上であること㸪およびᅉ

子に高い㈇Ⲵ㔞を♧していることをᇶ‽に㡯目の

取ᤞ㑅ᢥを⾜い㸪᭱ᑬ法・Promax ᅇ㌿によるᅉ

子ศᯒを3ᅇ⧞り㏉した。その⤖ᯝ㸪第Ϩᅉ子と

第ϩᅉ子は 㸪ᡞ⏣（1988）の「Ᏻᐃᆺ」と「ᅇ

㑊ᆺ」とྠᵝの⤖ᯝであった。しかし㸪第Ϫᅉ子

は理論上の「アンビࣂレントᆺ」とは␗なるᅉ子

であると⪃えられた。「ちࡻっとしたことで㸪す

に自ಙをなくしてしまう（㡯目6）」など㸪ጔࡄ

の自ಙの↓さを♧すෆᐜの㡯目ࡅࡔがṧったたࡵ㸪

本研究では㸪第Ϫᅉ子を「自ಙ႙ኻᆺ」と࿨名し

た。 
�� ෆ的స業ࣔデࣝのಙ㢗性の᳨ウ 
 いてCronbachのα係ᩘをࡘのୗ఩ᅉ子にࡘ3

用いてಙ㢗性の᳨ウを⾜ったところ㸪Ᏻᐃᆺα
㸻.879㸪ᅇ㑊ᆺα㸻.750㸪自ಙ႙ኻᆺα㸻.786と

 。のᅉ子඲てにおいて高い್を♧したࡘ３
�� 3ᅉ子ᚓⅬの平ᆒ್の3⩌㛫ẚ㍑ 
Ᏻᐃᆺ㸪ᅇ㑊ᆺ㸪自ಙ႙ኻᆺの平ᆒ್の3⩌㛫

ẚ㍑を⾜った。その⤖ᯝ㸪ᅇ㑊ᆺ（F（2㸪179）
= 4.385㸪p < .05）と自ಙ႙ኻᆺ（F（2㸪179）= 
6.609㸪p < .001）において᭷意ᕪがㄆࡵられた（表

4）。 

臨床高⩌とᑐ↷⩌をẚ㍑すると㸪臨床高⩌では

自ಙ႙ኻᆺᅉ子とᅇ㑊ᆺᅉ子のᚓⅬは᭷意に高か

った。しかし㸪Ᏻᐃᆺᅉ子にࡘいては㸪ᑐ↷⩌と

᭷意なᕪが見られなかった。臨床ప⩌とᑐ↷⩌を

ẚ㍑すると㸪臨床ప⩌では㸪自ಙ႙ኻᆺᅉ子のᚓ

Ⅼは᭷意に高かった。しかし㸪Ᏻᐃᆺᅉ子とᅇ㑊

ᆺᅉ子にࡘいては㸪᭷意なᕪが見られなかった。

また㸪臨床高⩌と臨床ప⩌の㛫には᭷意ᕪは見ら

れなかった。Ᏻᐃᆺのᅉ子ᚓⅬにࡘいては㸪臨床

⩌とᑐ↷⩌の㛫に᭷意なᕪは見られず㸪ྠࡰ࡯じ

್を♧している。 

 

 

 

 

 

 
 

自ಙ႙ኻᆺというᅉ子ᚓⅬの高さはఱを意࿡し

ているのࡔろうか。ෆ的స業ࣔデࣝが成人のឡ╔

スタイࣝを♧すものであり㸪この自ಙ႙ኻᆺとい

うᅉ子も発達のẁ㝵で⋓ᚓされたと⪃えることが

ጇᙜであろう。᥮言すれࡤ㸪発達のẁ㝵において㸪

親との関係性の中で自ศに自ಙがᣢてなくなるよ

うなฟ᮶事があり㸪その自ಙのなさが現在のኵ፬

関係にᙳ㡪をཬࡰしていることが♧၀される。 
 

5. 役割行動遂行尺度の平均点の分散分析の結

果 
役๭⾜動㐙⾜ᑻᗘには㸪支援性㸪自ᚊ性㸪ፗᴦ

性㸪㢮ఝ性㸪力動性の5ࡘのୗ఩ᑻᗘがある。್

が高い࡯ど期待される役๭⾜動をኵが㐙⾜してい

るとጔがホ౯していることを表す。 
のୗ఩ᑻᗘの平ᆒ್を3⩌㛫でẚ㍑したとࡘ5

臨床高群
（N=50)

臨床低群
（N=29)

対照群
（N=103) F値 多重比較

平均値 3.42 3.99 6.54 79.858 ***
対>臨高≒臨低

***

SD 1.58 1.66 1.49
平均値 3.76 4.52 6.52 63.770 *** 対>臨高≒臨低

***

SD 1.77 1.53 1.32
平均値 2.90 3.69 6.26 75.412 *** 対>臨高≒臨低

***

SD 1.63 1.84 1.69
平均値 2.83 3.40 5.58 59.681 ***

対>臨高≒臨低
***

SD 1.53 1.36 1.64
平均値 4.69 5.37 6.73 32.223 ***

対>臨高≒臨低
***

SD 1.75 1.48 1.43
*p＜.05, *p＜.01, ***p＜.001

自律性

娯楽性

類似性

力動性

支援性

表5 役割行動遂行尺度の下位因子の平均値の分
散分析の結果 

表4 内的作業モデルの下位因子の平均値の分散分析
の結果 

臨床高群
(N=50)

臨床群
(N=29)

対照群
(N=103) F 値 多重比較

平均値 3.84 3.68 3.88 .617
SD .95 .68 .85

平均値 3.69 3.64 3.16 6.61 **
臨高>対**

SD 1.15 .79 .88 臨低>対*
平均値 3.68 3.61 3.32 4.39 *

SD .98 .69 .68 臨高>対*

*p＜.05, **p＜.01, *** p＜.001

自 信
喪失型

安定型

回避型



8 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

ころ㸪඲てにおいて᭷意ᕪがㄆࡵられた（表 5）。 
ᑐ↷⩌のጔのኵに期待する支援性㸪自❧性㸪ፗ

ᴦ性㸪㢮ఝ性㸪力動性にࡘいては㸪臨床⩌とẚ㍑

して᭷意に高い್であるという⤖ᯝが♧された

（㡰に㸪F（3㸪179）=79.858㸪p < .001; F（3㸪
179） = 63.770㸪p < .001; F（3㸪179） = 75.412㸪
p < .001;  F（3㸪179）= 59.681㸪p < .001; F（3㸪
179）= 32.223㸪p < .001）。ᑐ↷⩌とẚ㍑して㸪

臨床高⩌と臨床ప⩌のኵに期待する役๭⾜動㐙⾜

のホ౯は᭷意にపいことが♧された。特に㸪臨床

高⩌のፗᴦ性の平ᆒ್がపい（M = 2.90㸪SD 
=1.63）ことが注目される。ፗᴦ性の質問㡯目ෆ

ᐜは㸪「場の㞺ᅖ気をなࡈませるようなヰをする」㸪

など「るヰをするࡵークなど㸪気ᴦにᴦしࣙࢪ」

5㡯目である。௨上から㸪臨床高⩌では㸪ኵ፬㛫

で気ᴦにᴦしࡵる఍ヰがᑡないという事が♧၀さ

れる。 
 
6. 関係効力感尺度の平均点の分散分析の結果 
関係ຠ力感ᑻᗘは㸪合ィᚓⅬが高い࡯どኵ፬の

関係にࡘいてコントࣟーࣝฟ᮶ていると感じてい

ることを表す。関係ຠ力感の平ᆒ್を3⩌㛫でẚ

㍑したところ㸪3⩌㛫に᭷意なᕪがㄆࡵられた（F 
（3㸪179）= 95.945㸪p < .001）（表6）。ᑐ↷⩌

とẚ㍑して㸪臨床⩌ではኵ፬関係をコントࣟーࣝ

ฟ᮶ていないとጔが感じていることが♧された。 
なお㸪関係ຠ力感とSMATの㛫の相関にࡘいて

は㸪臨床高⩌㸪臨床ప⩌㸪ᑐ↷⩌の3⩌で高いṇ

の相関が見られた（㡰に㸪r = .764㸪p 㸺.01; r 
= .674㸪p 㸺.01; r = .725㸪p 㸺.01）。ኵ፬の関係

にࡘいてコントࣟーࣝฟ᮶ていると感じることと㸪

⤖፧生活‶㊊感の㛫に関㐃があることは自↛なこ

とであろう。 
表6 関係効力感尺度の平均値の分散分析の結果 

臨床高群
（N=50)

臨床低群
（N=29)

対照群
（N=103) F ್ 多重ẚ㍑

平ᆒ್ 15.96 18.52 33.89 95.945 ***
ᑐ>臨高Ҹ臨ప

***

SD 7.764 8.720 8.328
*p＜.05, *p＜.01, ***p＜.001  

7. 関係楽観性尺度平均値の分散分析結果 
関係ᴦほ性ᑻᗘは⤖合ண期とศ㞳ண期の2ࡘの

ୗ఩ᑻᗘから成る。⤖合ண期はᚓⅬが高い࡯ど㸪

ጔがኵ፬のᑗ᮶にᴦほ的な見㏻しをᣢっているこ

とを♧し㸪ศ㞳ண期はᚓⅬが高い࡯どᝒほ的な見

㏻しをᣢっていることを♧す。なお㸪⤖合ண期と

ศ㞳ண期の㛫には㸪高い㈇の相関がㄆࡵられた（r 
= −.661㸪p < .001）。 
�� ⤖合ண期とศ㞳ண期の平ᆒ್の�⩌㛫ẚ㍑ 

⤖合ண期とศ㞳ண期の平ᆒ್を3⩌㛫でẚ㍑し

たところ᭷意なᕪがㄆࡵられた（F （3㸪179）= 
65.308㸪p < .001㸹F （3㸪179）= 30.850㸪p < .001）
（表7）。ᑐ↷⩌とẚ㍑して㸪臨床⩌ではኵ፬のᑗ

᮶に「お஫いのồࡵることに῝้なࢬレが生じて

くるࡔろう」といったᝒほ的な見㏻しをᣢってい

ることを♧す。 
 
 
 

 

 

 

 

8. SMAT 
SMATの平ᆒ್を3⩌㛫でẚ㍑したところ㸪3

⩌㛫に᭷意なᕪがㄆࡵられた（F（3㸪179）= 90.101㸪
p < .001）（表8）。 

表8 SMATの平均値の分散分析の結果 
臨床高群
（N=50)

臨床低群
（N=29)

対照群
（N=103) F್ 多重ẚ㍑

平ᆒ್ 32.00 34.86 89.24 90.101 ***
ẚᑐ>臨高Ҹ臨ప

***

SD 29.271 24.213 27.956
*p＜.05, *p＜.01, ***p＜.001  

 臨床⩌のጔの⤖፧生活‶㊊感は㸪ᑐ↷⩌のጔの

それとẚ㍑して᭷意にపいことが♧された。これ

は㸪ᑐ↷⩌のጔとẚ㍑して㸪臨床⩌のጔは⤖፧生

活に୙‶をᣢっていることを♧している。なお㸪

ኵの自㛢的特性とጔの⤖፧生活‶㊊感の㛫に㈇の

臨床高群
（N=50)

臨床低群
（N=29)

対照群
（N=103) F値 多重比較

平均値 1.86 2.18 3.55 65.308 ***
対>臨高≒臨低

***

SD 1.006 .946 .879
平均値 3.54 3.35 2.43 30.850 *** 臨高≒臨低>対

***

SD 1.002 1.006 .803
*p＜.05, *p＜.01, ***p＜.001

結合予期

分離予期

表7 関係楽観性尺度の下位尺度の平均値の分散分

析の結果 
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相関関係が見られた（r =－.468㸪p < .01）。これ

は㸪ኵの自㛢的特性と⤖፧生活‶㊊感の㛫には関

㐃があることを♧している。 
 
9. 妻の結婚生活満足感を予測する変数の分析 
᭱ᚋに㸪3⩌にࡘいてそれࡒれ㸪ASDASQ㸪ෆ

的స業ࣔデࣝᑻᗘ㸪役๭⾜動㐙⾜ᑻᗘ㸪関係ຠ力

感ᑻᗘ㸪関係ᴦほ性ᑻᗘを⊂❧ኚᩘ㸪⤖፧生活‶

㊊感をᚑᒓኚᩘとしステップ࣡イࢬ法を用いた重

ᅇᖐศᯒを⾜った（表9）。 
 

表9 SMATを従属変数とする重回帰分析の結果 

説明変数 B SEB 　β B SEB 　β B SEB 　β
結合予期 13.50 2.855 .46 *** 14.2 3.289 .56 *** 12.68 2.856 .38 ***

分離予期 −6.25 2.402 −.18 **

関係効力感

支援性 7.26 2.147 .39 ** 8.454 1.648 .41 ***

類似性 6.73 2.287 .38 **

力動性 3.09 1.494 .19 *

Adj. R 2 .74 *** .65 *** .71 ***

注)β：標準偏回帰係数

*p < .05, **p < .01, ***p  < .001

対照群
(N=103)

臨床高群
(N=50)

臨床低群
(N=29)

 
�� 臨床高⩌ 

 臨床高⩌では㸪⤖合ண期㸪支援性㸪力動性の3
の要ᅉが㸪ጔの⤖፧生活‶㊊感にṇのᙳ㡪を与ࡘ

えていることが♧された（⤖合ண期 β = .46㸪p 
<.001 ; 支援性 β = .39㸪p <.01 ; 力動性 β = .19㸪
p < .05 ; R 2 㸻.74㸪p <.001）。⤖合ண期は「お஫

いの気ᣢち（ឡ᝟）は今とྠじくらいᙉくあり⥆ 
ろう」㸪支援性は「ᝎみ事やហ⑵などを⪺いࡔるࡅ

て理解を♧す」㸪力動性は「自ศなりにಙ念をᣢっ

て⾜動する」や「自ศで⣡ᚓできるまで┿๢に物

事に取り組ࡴ」などの㡯目からᵓ成されているᴫ

念である。重ᅇᖐศᯒの⤖ᯝから㸪臨床高⩌では㸪

ጔの⤖合ண期とኵの支援性と力動性が高くなれࡤ㸪

⤖፧生活‶㊊感は高くなるが㸪そうでない場合は

⤖፧生活‶㊊感がపくなることが♧၀される。し

たがって㸪臨床高⩌では㸪ጔの⤖፧‶㊊感を高ࡵ

るたࡵに㸪ఱよりもኵの支援性と力動性を高ࡵる

ことがᚲ要になる。 
 

�� 臨床ప⩌ 
臨床ప⩌では㸪⤖合ண期と㢮ఝ性の2ࡘの要ᅉ

が㸪ጔの⤖፧生活‶㊊感にṇのᙳ㡪を与えている

ことが♧された（⤖合ண期 β = .56㸪p < .001 ; 㢮
ఝ性 β = .38㸪p <.01㸪R 2 㸻 .65㸪p < .001）。㢮

ఝ性とは㸪ኵが自ศと「ఝたような⪃え᪉や感じ

᪉をする」ことなどを♧す。この⤖ᯝは㸪臨床ప

⩌においては㸪⤖合ண期と㢮ఝ性が高くなると㸪

⤖፧生活‶㊊感が高くなり㸪㏫に㸪それらがపく

なると⤖፧生活‶㊊感がపくなるということを♧

している。なお㸪臨床ప⩌では㸪ኵの自㛢的特性

とጔの⤖፧生活‶㊊感の㛫に᭷意な㈇の相関関係

はㄆࡵられなかった。 
�� ᑐ↷⩌ 

 ᑐ↷⩌では㸪⤖合ண期（β = .38㸪p < .001）と

支援性（β = .41㸪p < .001）がጔの⤖፧生活‶㊊

感にṇのᙳ㡪を㸪ศ㞳ண期（β = −.18㸪p < .01）
はጔの⤖፧生活‶㊊感に㈇のᙳ㡪を与えているこ

とが♧された。3ࡘのኚᩘによるㄝ᫂⋡はR 2 

㸻 .71（p < .001）であった。すなわち㸪ᑐ↷⩌

では㸪ኵの支援性と⤖合ண期が高くなれࡤ⤖፧生

活‶㊊感が高くなる。そしてศ㞳ண期が高まれࡤ

⤖፧生活‶㊊感がపୗすることを意࿡する。㏫に㸪

ኵの支援性と⤖合ண期がపくなると㸪⤖፧生活‶

㊊感もపくなる。そして㸪ศ㞳ண期がపくなると

⤖፧生活‶㊊感は高くなると⪃えられる。なお㸪

ᑐ↷⩌においては㸪ኵの自㛢的特性とጔの⤖፧生

活‶㊊感の㛫に᭷意な㈇の相関関係はㄆࡵられな

かった。 
 
Ⅳ 考察 
 ∗親に自㛢的特性のあるᐙ᪘では㸪ጔは㸪ẕと

しての役๭とኵをサ࣏ートする2ࡘの役๭を担う

ことになる。したがって㸪ጔの心㌟の೺ᗣの⥔ᣢ

は㸪ᐙ᪘඲員の心理♫఍的問題と関わる重要な問

題である。本研究では㸪⤖፧生活の時㛫の⤒㐣と

ストレッサーとなるฟ᮶事の⣼✚により㸪ጔがそ

れまでの生活ᵝᘧではᑐฎできないような事ែに
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陥ることを「ᐙ᪘の༴ᶵ」とᤊえ㸪自㛢的特性の

あるኵをᣢࡘጔの⤖፧生活‶㊊感にᙳ㡪を与える

要ᅉを一⯡の᪤፧者のጔとẚ㍑・᳨ウながら᥈⣴

的に᳨ウすることを目的とした。 
ኵの自㛢的特性が高い臨床高⩌では㸪ኵの自㛢

的特性とጔの⤖፧生活‶㊊感の㛫にᅉᯝ関係はㄆ

られࡵられなかったが㸪中⛬ᗘの㈇の相関がㄆࡵ

ている（r =－.468㸪p < .01）。また㸪臨床高⩌で

は㸪ᑐ↷⩌とẚ㍑して㸪⤖፧生活‶㊊感がపく㸪

ูᒃ⋡も高いことから㸪ኵの自㛢的特性が高い場

合は㸪ኵの自㛢的特性は「ᐙ᪘の༴ᶵ」にࡘなが

るストレッサーであることが♧၀される。そして㸪

ኵの支援性と力動性は㸪༴ᶵにᑐ応する重要な「ᐙ

᪘の㈨※」であることが♧၀される。 
ኵの支援性をᐙ᪘の㈨※とᤊえるというⅬにお

いては㸪臨床高⩌もᑐ↷⩌もྠじであった。ࡘま

り㸪自㛢的特性の高いኵをᣢࡘጔも㸪一⯡᪤፧者

ዪ性も㸪ኵの支援性をᐙ᪘の㈨※とᤊえるという

Ⅼにおいては㸪ྠじようなㄆ▱の௙᪉や意࿡付ࡅ

をしていると⪃えられる。୧者の㐪いは㸪ศ㞳ண

期というストレッサーにᑐฎするㄆ▱の௙᪉や意

࿡付ࡅが㸪臨床高⩌では⤖፧生活‶㊊感にṇにᙳ

㡪を与える要ᅉとしてᢳฟされなかったことであ

る。その⫼ᬒ要ᅉとして㸪臨床高⩌では㸪専業୺

፬やᐙ業ᡭఏいが多く㸪⤒῭的にኵ፬୙ྍศな≧

ἣにあり㸪ᐜ᫆にูᒃや㞳፧に㋃みษることが㞴

しいことが⪃えられる。また㸪ኵ፬のᒓ性データ

から㸪臨床⩌のูᒃ⋡がᑐ↷⩌とẚ㍑して᭷意に

高いことが♧されており㸪臨床⩌の「ᐙ᪘の༴ᶵ」

は㠀常に῝้なレ࣋ࣝであることが♧၀される。 
ᑐ人関係の親ᐦ໬に伴いᙜ事者㛫の相஫౫Ꮡレ

࣋ࣝが高まるが㸪相ᡭにᑐして自らの⾜Ⅽのཬࡰ

すᙳ㡪力が増していくにしたがいⴱ⸨の生起ྍ⬟

性も高くなるとされ（Braiker et al.㸪1979）㸪⤖

፧生活が長くなるにࡘれ㸪自㛢的特性のあるኵを

ᣢࡘጔが感じるኵ፬㛫のⴱ⸨が増えていくと⪃え

られる。ࡘまり㸪ኵの自㛢的特性が高い場合㸪⤖

፧年ᩘが長くなると「ᐙ᪘の༴ᶵ」が生じるࣜス

クがさらに高くなると⪃えられる。 
ᐑᑿ（2012）は㸪」㞧な㑇ఏと⎔ቃの」㞧な相

஫関㐃を㋃まえたどⅬから㸪ᐙ᪘療法やኵ፬カ࢘

ンセࣜンࢢを⾜うと㸪それまでಶ人的なカ࢘ンセ

ࣜンࢢと⸆物἞療ではᚓられなかった改ၿを⤒㦂

することもまれではないと㏙࡭ている。こうした

▱見を㋃まえ㸪ኵの自㛢的特性が高い場合㸪「ᐙ᪘

の༴ᶵ」をᅇ㑊するたࡵに㸪教育㸪♫఍㸪心理㸪

་療のᐦ᥋なࢿット࣡ークをᵓ⠏し㸪඲てのᐙ᪘

のᵓ成員をサ࣏ートしていくことがồࡵられる。 
その㝿㸪自㛢的特性のあるኵにデ᩿をࡅࡘるか

どうかということよりも㸪自㛢的特性のあるኵが

ᐙᗞෆで㐺応的にࡩるまえるようにᐙᗞෆの⎔ቃ

調ᩚや㸪࢚ビデンスにᇶ࡙いた♫఍性やコミࣗࢽ

をඃ先的ࢢンࢽるトレーࡵーシࣙンス࢟ࣝを高ࢣ

にᥦ౪されることがᚲ要ࡔと⪃えられる。なࡐな

ら㸪ጔが一᪉的にኵを支援する役๭を担うことが

「ᐙ᪘の༴ᶵ」をᅇ㑊するたࡵに᭷ຠなᡭẁࡔと

は⪃えられないからである。自㛢的特性のあるኵ

からの支援性が高まらなࡅれࡤ㸪ጔの⤖፧生活‶

㊊感が高まらないことが♧されているからである。

そのたࡵ㸪ኵとጔがどんなことにᅔっているのか

を専門ᐙが୎ᑀに⫈取した上で㸪㐺ษな支援がな

されることがᚲ要となる。 
௨上から㸪支援者は㸪それࡒれのጔが┤㠃して

いる「ᐙ᪘の༴ᶵ」がどのようなᶵᗎで発生して

いるのかを୎ᑀにアセス࣓ントすることがᚲ要

であると⪃えられる。なお㸪本研究の臨床⩌の調

査ᑐ㇟者は㸪࣓ンタࣝ࣊ࣝスの問題をᢪえ㸪支援

をồࡵて自ຓ఍にཧຍしている。言うまでもない

ことであるが㸪自㛢的特性のあるኵをᣢࡘጔの中

にもᖾ⚟な⤖፧生活を㏦っている人たちが大ໃ

いるであろうことを指᦬しておく。 
 

Ⅴ 今後の課題 
本研究では㸪ኵの自㛢的特性がそれ࡯ど高くな

い臨床ప⩌において㸪ኵの自㛢的特性が「ᐙ᪘の

༴ᶵ」にࡘながるストレッサーになっているのか
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どうかにࡘいては᫂☜にはわからなかった。今ᚋ㸪

どのような要ᅉが「ᐙ᪘の༴ᶵ」にࡘながるスト

レッサーになっているかさらに᳨ウしていくᚲ要

がある。また㸪成人のឡ╔を ᐃするෆ的స業ࣔ

デࣝᑻᗘのᅉ子ศᯒから㸪自ಙ႙ኻᆺというᅉ子

がᚓられ㸪自㛢的特性のあるኵをᣢࡘጔは㸪発達

のẁ㝵でឡ╔ᑐ㇟との㛫でఱらかの自ಙを႙ኻさ

せるようなయ㦂をしていることが♧၀された。今

ᚋは㸪ጔの成育Ṕや性᱁㸪および特性と㸪それら

の要ᅉと現在の⤖፧生活においてጔがᢪえている

࣓ンタࣝ࣊ࣝスの問題との関㐃を᳨ウしていくこ

とがᚲ要と⪃えられる。 
 
＜付記＞本✏は㸪平成27年ᗘおⲔのỈዪ子大学生活⛉

学㒊人㛫生活学⛉発達臨床心理学ㅮᗙ在⡠時にᇳ➹し

た卒業論文のෆᐜにຍ➹・ಟṇしたものです。ࡈ指導㈷

りました篁 倫子教授に⇕くᚚ♩⏦し上ࡆます。 
 
文献 
ὸ㔝 Ⰻ㍜（2009）. 親ᐦなᑐ人関係に関するᴦほ性ຠ

力感ᑻᗘの㑥ヂとಙ㢗性・ጇᙜ性の᳨ウ㸪ᑐ人♫఍

心理学研究㸪9㸪121-130. 
᪂஭ ṇஅ（2017）. ࣃートࢼーがアス࣌ࣝガー㸽カサ

ンࢻラ⑕ೃ⩌を▱ろう㸪ᮅ᪥᪂⪺デࢪタࣝ . 
https://www.asahi.com/articles/ASKCY5631KCY
UBQU014.html?iref=pc_ss_date 
（2017年11月29᪥㜀ぴ） 

Braiker㸪H.B. & Kelley㸪H.H.（1979）.  Conflict in the 
  development of close relation-ships. In R. L. 

Burgess㸪& T. L. Huston.（Eds.）. Social exchange 
in developing relationships. Academic Press. 
135-168. 

Erickson㸪R.J. (1993).  Reconceptualizing Family 
Work: The Effect of Emotion Work on Perceptions 
of Marital Quality㸪Journal of Marriage and 
Family㸪55㸪(4)㸪888-900.  

Feeney㸪J.A.㸪& Noller㸪P.(1990).  Adult Attachment 
Style as Predictor of Adult Romantic 

Relationships㸪Journal of Personality and Social 
Psychology㸪58, (4), 644-663. 

Fraley㸪R.㸪Chris Shaver㸪& Phillip R. Shaver (2000). 
Adult romantic attachment: Theoretical 
developments㸪emerging controversies㸪and 
unanswered questions㸪Review of General   
Psychology㸪4㸪(2)㸪132-154. 

ᶫ本 ಇ㢧（2014）. 自㛢⑕ス࣌クトラ࣒障害㸪デ᩿と

ホ౯㸪発達障害―ᇶ♏と臨床―㸪᭷㤿 ṇ高（┘ಟ）㸪

᭷㤿 ṇ高・⇃㇂ බ᫂・ຍ  ᡃ∾子（編㞟）㸪᪥本

文໬♫㸪2㸪（2）㸪14-54. 
Hill㸪R. (1958). Generic features of families under 

stress㸪Social Casework㸪39㸪139-150. 
Howlin㸪P., & Asgharian㸪A. (1999). The diagnosis of 

autism and Asperger syndrome: findings from a 
survey of 770 families㸪Developmental Medicine 
and Child Neulogy㸪41㸪834-839. 

ఀ⸨ ⿱子・ụ⏣ ᨻ子・ᕝᾆ ᗣ至（1999）. ᪤፧者の

␯እ感にཬࡰすኵ፬関係と♫఍的ᙳ㡪㸪心理学研究㸪

70㸪1㸪17-23. 
✄ⴥ ᫛ⱥ（1999）. ᭷配അ者ዪ性のデ࢕ストレスのᵓ

㐀㸪▼ཎ 㑥㞝（編）㸪ጔ達の生活ストレスとサ࣏

ート関係－ᐙ᪘・⫋業・ࢿット࣡ーク－㸪ᮾி㒔❧

大学㒔ᕷ研究ᡤ㸪87-119. 
ᒾ‶ ඃ⨾（2014）. ストレスᑐฎ㸪山ෆ ᘯ⥅・ʟ 本 ᐓ

（┘ಟ）㸪ᒸᕷ ᘅ成・㕥木 ┤人（編）心理学ᴫ論

 .シࣖฟ∧㸪11㸪（2）㸪322-328ࢽカࢼ .（2014）
⚄ᑿ ὒ子（2012）. ⢭⚄⛉་療でฟ఍う自㛢⑕ス࣌ク

トラ࣒障害のあるおとなたち㸪⚄ᑿ ὒ子（編）成

人期の自㛢⑕ス࣌クトラ࣒デ療実践マࣗࢽアࣝ㸪

（1）㸪2-14㸪་学᭩院. 
⏑㟢ᑎ 㡰子（2012）. 自㛢⑕ス࣌クトラ࣒者のኵ፬関

係の᳨ウ: ኵ፬㛫コミࣗࢣࢽーシࣙンとኵ፬関係‶

㊊ᗘに╔目して㸪ⓑⓒ合ዪ子大学発達臨床センター

紀要㸪15㸪62-71. 
Lau㸪W.㸪& Peterson㸪C. C. (2011).  Adults and 

children with Asperger syndrome: Exploring 
adult attachment style㸪marital satisfaction and 
satisfaction with parenthood㸪Research in Autism 
Spectrum Disorders㸪5㸪(1)㸪392-399. 



12 おⲔのỈዪ子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

Locke 㸪 H.J. & Wallace 㸪 K. M. (1959). Short 
Marital-Adjustment and Prediction Tests: Their 
Reliability and Validity㸪Marriage and Family 
Living㸪21㸪251-255. 

McCubbin㸪H. I.㸪& Patterson㸪J. M., (1983). The 
family stress process: the double ABCX model of 
adjustment and adaptation. H. I. McCubbin㸪M. B. 
Sussman, & J. M. Patterson (Eds.)㸪Social stress 
and the family: Advances and development in 
family stress theory and research 㸪7-37. New 
York: Haworth Press. 

ᐑᑿ ┈▱（2012）. ᐙ᪘へのᑐ応㸪⚄ᑿ ὒ子（編）成

人期の自㛢⑕ス࣌クトラ࣒デ療実践マࣗࢽアࣝ㸪

（10）㸪65-70㸪་学᭩院. 
᳃ᒸ Ύ⨾・ᮃ月 ᔞ（1983）. ᪂しいᐙ᪘♫఍学 ᅄゞ

∧㸪ᇵ㢼㤋㸬 
Nylander L., & Gillberg C. (2001). Screening for 

autism spectrum disorders in adult psychiatric 
patients: a preliminary report㸪Acta Psychiatrica 
Scandinavica㸪103㸪(6)㸪428-34. 

Renty, J., & Roeyers, H. (2007). Individual and 
Marital Adaptation in Men with Autism 
Spectrum Disorder and their Spouses: The Role 
of Social Support and Coping Strategies㸪The 
Journal of Autism and Developmental Disorders㸪
37㸪1247-1255.  

ୗᩯ⡿ ῟（2000）. ཭人関係の親ᐦ໬㐣⛬におࡅる‶

㊊・୙‶㊊感ཬびⴱ⸨の㢧在໬に関する研究―役๭

期待と㐙⾜とのࢬレからの᳨ウ―㸪実㦂♫఍心理学

研究㸪41㸪1-15. 
高  ʟ୕㑻・大㔝 ⿱（┘ヂ）㸪ᰁ㇂ ಇᖾ・⚄ᗞ 重ಙ・

ᑿᓮ紀ኵ・୕ ᮧ ᑘ・ᮧ஭ ಇဢ（ヂ）（2014）. DSM-5 
⢭⚄⑌ᝈのศ㢮とデ᩿のᡭ引き㸪᪥本ㄒ∧用ㄒ┘ಟ㸪

᪥本⢭⚄⚄⤒学఍㸪་学᭩院 . （American 
Psychiatric Association; APA (2013). Desk 
Reference to the Diagnostic criteria from DSM-5.） 

Taylor㸪S. E.㸪& Brown㸪J.D. (1988). Illusion and 
well-being : A social psychological perspective on 

mental health㸪Psychological Bulletin㸪103㸪
193-210. 

ᡞ⏣ ᘯ஧（1988）. 㟷年期ᚋ期におࡅるᇶ本的ᑐ人ែ

ᗘとឡ╔スタイ 㸸ࣝస業௬ㄝ （working models） か
らの᳨ウ㸪᪥本心理学఍第 52 ᅇ大఍発表論文㞟㸪

27. 
ᡞ⏣ ᘯ஧（1991）. Internal Working Models 研究の

展ᮃ㸪໭ᾏ㐨大学教育学㒊紀要㸪The Annual 
Reports on Educational Science㸪55㸪133-143. 

ᡞ⏣ ᘯ஧（2007）. ෆ的స業ࣔデࣝᑻᗘ㸪ᇼὒ㐨（┘

ಟ）㸪ྜྷ⏣ ᐩ஧㞝（編）㸪心理 ᐃᑻᗘ㞟 II 人㛫

と♫఍のࡘながりをとらえるࠑᑐ人関係・౯್ほࠒ㸪

サイ࢚ンス♫㸪109-117. 
  


	お茶の水女子大学「心理臨床相談センター紀要 第20号 2018　本文 パスワード付き.pdfから挿入したしおり
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


